
2021 年 11 月 30 日 

 

早稲田大学大学院教育学研究科 2023 年度 4 月以降入学者対象 

博士後期課程入学試験における出願書類・試験方法一部変更について 

2022 年度に実施される 2023 年度入試より、博士後期課程入学試験について下記の通り一部変更する

こととなりましたのでお知らせいたします。 

記 

１．対象 

博士後期課程志願者 

２．適用開始時期 

2022 年度中に実施される、2023 年度博士後期課程入学試験から適用します。 

３．変更趣旨 

出願資格となる修士・修士（専門職）・法務博士（専門職）の各学位を複数取得している場合にお

いて、出願時に主とする学位および修士論文を任意で選択し、明示することとします。また、これに

伴い教科教育学専攻（社会科・数学科領域）における試験方法（筆記試験の有無）が一部変更となり

ます。なお、出願にあたっては各年度最新の入学試験要項を必ず確認してください。 

３．変更内容 

①出願書類 

様式 現行 変更後 

博
士 

様
式‐

④
（
変
更
後
③
） 

博士論文の研究計画書 

・「博士後期課程 様式-④」の表紙をつけて 

提出してください。 

・ワープロ使用の場合 A4判横書（40×40） 

3枚以内 

・原稿用紙使用の場合 A4判横書（400字詰） 

12枚以内 

・欧文の場合 A4 判（ダブルスペース）6枚以内 

※いずれも参考文献や注を含んだ枚数です 

博士論文の研究計画書 

・「博士後期課程 様式-③」の表紙をつけて 

提出してください。 

・ワープロ使用の場合 A4判横書（40×40） 

3枚以内 

・原稿用紙使用の場合 A4判横書（400字詰） 

12枚以内 

・欧文の場合 A4判（ダブルスペース）6枚以内 

※いずれも参考文献や注を含んだ枚数です 

博
士 

様
式-

⑤
（
変
更
後
④
） 

業績書 

・記入したものについて、それを証明する資料

（コピー可）を２部同時に提出してください。 

業績書 

・「修士論文」欄には研究計画の前提として、主
となる修士論文（または相当する業績）につい
て記載してください。 

・「業績」欄には研究計画に関連する各業績につ

いて記入し、それを証明する資料（コピー可）

を各２部ずつ提出してください。 



 

様式 現行 変更後 

博
士 

様
式-

③
（
変
更
後
⑤
） 

修士論文概要書 

※原則として日本語または英語とする 

・「博士後期課程 様式-③」の表紙をつけて提出

してください 

・ワープロ使用の場合 A4判横書（40×40） 

１枚以内 

・原稿用紙使用の場合 A4判横書（400字詰）４枚

以内 

・欧文の場合Ａ４判（ダブルスペース）２枚以内 

※いずれも参考文献や注を含んだ枚数です 

【当研究科以外の研究科で修士の学位を得た人

は、修士論文概要書の提出が必要です。ただし、

修士論文を提出せずに修士の学位を得た人は、

修士論文に相当する業績についての概要書を提

出してください】 

【当研究科修士課程修了者および修了見込者は

提出不要です】 

修士論文概要書 

※原則として日本語または英語とする 

・「博士後期課程 様式-⑤」の表紙をつけて提出

してください 

・ワープロ使用の場合 A4 判横書（40×40） 

１枚以内 

・原稿用紙使用の場合 A4 判横書（400字詰）４枚

以内 

・欧文の場合 A4判（ダブルスペース）２枚以内 

※いずれも参考文献や注を含んだ枚数です 

【当研究科以外での修士論文を主として提出す
る人は、修士論文概要書の提出が必要です。た

だし、修士論文を提出せずに学位を取得して出

願した方は、修士論文に相当する業績について

の概要書を提出してください】 

【様式-④「業績書」修士論文欄に、当研究科に
提出した論文を記載した方は提出不要です】 

コ
ピ
ー 

修士論文 ２部 

※原則として日本語または英語とする 

【当研究科以外の研究科で修士の学位を得た人

は、修士論文の提出が必要です。ただし、修士

論文を提出せずに修士の学位を得た人は、修士

論文に相当する業績を提出してください】 

【当研究科修士課程修了者および修了見込者は

提出不要です】 

修士論文 ２部 

※原則として日本語または英語とする 

【当研究科以外の研究科での修士学位により出
願する人は、修士論文の提出が必要です。ただ

し、修士論文を提出せずに学位を取得して出願

した方は、修士論文に相当する業績を提出して

ください】 

【様式-④「業績書」修士論文欄に当研究科に提

出した論文を記載した方は提出不要です】 

②試験方法 

項目 現行 変更後 

社
会
科
・
数
学
科
領
域 

当研究科出身者：口述試験のみ 

当研究科以外の出身者：資料解読・口述試験 

【注１】修士論文または、それに代わるものの

内容を合否判定の一つの基準とします。 

【注２】出身研究科欄の「当研究科出身者」

とは、早稲田大学大学院教育学研究科におい

て修士の学位を「取得した方」または「取得

見込みの方」です。 

当研究科修士課程出身者：口述試験のみ 

当研究科修士課程以外の出身者：資料解読・口述試験 

【注１】修士論文、またはそれに相当する業績の内容

を合否判定の一つの基準とします。 

【注２】「当研究科修士課程出身者」には、今年度３

月までに「修了見込み」の方も含みます。ただし、複

数の修士等の学位を取得された方で、出願書類様式-

④「業績書」に当研究科以外での修士論文を記載され

た場合は、「当研究科修士課程以外の出身者」となり

ます。 

以 上 

大学院教育学研究科 


